KDP販売手順（実作業7ステップ）
全体像
	#
	ステップ
	主体
	所要
	不可逆な選択

	1
	KDPアカウント開設
	本人
	30分
	—

	2
	税・銀行情報登録
	本人
	30分
	再申告で訂正可

	3
	原稿のEPUB変換と検証
	本人/AI
	1〜3日
	—

	4
	表紙の作成
	本人/外注
	3〜7日
	—

	5
	メタデータの確定
	本人
	半日
	書名は原則変更不可、カテゴリは可変

	6
	KDP管理画面で投稿
	本人
	1時間
	KDPセレクトは90日独占

	7
	Amazon審査・公開
	Amazon
	24〜72時間
	—


各ステップの実務ポイント
Step 1：アカウント開設 ― URL: kdp.amazon.co.jp。ペンネーム公開可だが収益振込は本名・本人口座のみ。
Step 2：税・銀行情報 ― オンラインでW-8BEN（個人）相当のインタビューに回答。日米租税条約により著作権使用料の源泉徴収は**0%**になる（怠ると米国側で30%控除）。判断ミスは再申告で取り返しがつくが、最初に正しく設定するのが安全。
Step 3：EPUB変換と検証 ― .docx直接アップロードも可能だが、レイアウト崩れ防止のためEPUB化推奨。
· Kindle Create（Amazon純正・無料）：docx取り込みで自動的にKindle最適化EPUB（.kpf）を生成。日本語縦書き対応。推奨
· 検証はKindle Previewer 3（無料・必須）でPaperwhite／Fire／iPhoneの3端末表示を全章確認
Step 4：表紙 ― JPEG/TIFF、最低1600×2560px、推奨2560×1600、5MB以下。
· 自作：Canva（テンプレあり）
· 外注：ココナラ・Lancersで¥5,000〜¥30,000
· AI生成：Midjourney/DALL-Eで素材→Canvaで文字載せ（最速1日）
Step 5：メタデータ確定
· 書名：『フレームワーク思考の教科書』
· サブタイトル：『考えがまとまらない人のための構造化入門』
· 著者：「フレームワーク研究会」（編著）、編者3名は副著者
· 説明（300〜4,000字）：冒頭3行で「誰の・何の悩みに・何を提供するか」を断言し、残りでベネフィット5点を箇条書き
· キーワード（7枠）：例「フレームワーク／思考法／問題解決／中小企業診断士／構造化思考／ビジネス書／MECE」
· カテゴリ（最大3つ）
Step 6：投稿時の価格戦略
	プラン
	価格範囲（税抜）
	配信料
	ロイヤリティ
	適合

	70%プラン
	¥250〜¥1,250
	容量比例で控除
	70%
	本書はこれを取る

	35%プラン
	上記範囲外も可
	なし
	35%
	高価格にする場合のみ


¥1,000〜¥1,250が現実解。KDPセレクト（90日独占＋Kindle Unlimited読了に対し読了ページ×約¥0.45の追加収益）は初回出版者には推奨——露出が増えるため。
Step 7：審査 ― 72時間以内に公開。公開後はAuthor Central（著者ページ）開設、レビュー集め（最初の10件が売上を左右する）、note.comでの告知が初動を決めます。

